
若手教員の雇用促進

R３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 計

定年 １３ １７ ２１ １８ ６９

シニア ４８ ３６ ４５ ５０ １７９

若手 ２８ ２９ １９ ２３ ９９

計 ８９ ８２ ８５ ９１ ３４７

過去４年間で，定年退職以外で１７９名（平均年４５名）の
シニア教員が中途退職しており，今後も同程度の人数が
中途退職すると想定される。

また，今後５年間で１１５名（平均年２３名）が定年退職す
る。

さらに，経年により５年間で８８名が若手層からシニア層
へ移行する。

仮に毎年シニア層の中途退職の後任補充のうち約１／
２にあたる２３名程度と，各年度の定年退職者の約半数に
あたる１１名の計３４名を若手に入れ替えても令和１５年４
月の若手教員比率は２８．３％（３０％未満）。※

※若手層退職者の後任補充のうち、毎年８０％にあたる２０
名を若手教員としたものとして試算。
※令和１３年度以降の定年退職者等の見込みは平均値で
試算。

【過去４年間の退職者数】

【R７年４月の年齢構成】
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【参考】科学技術・イノベーション基本計画 （令和３年３月２６日 閣議決定） （抜粋）
40歳未満の大学本務教員の数：我が国の研究力強化の観点から、基本計画期間中に１割増加し、将来的に、大学本務教員に占める40歳未満の教員の割合が
３割以上になることを目指す。
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